
ー
ト　（
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
）な
住
宅
の
開
発
」
を

テ
ー
マ
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

《
選
定
の
視
点
》

 
１
．
住
宅
ト
ー
タ
ル
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率

値
と
冷
暖
房
、
給
湯
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
対
象

と
し
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
値

 

２
．
ト
ー
タ
ル
性
能
向
上
に
向
け
て
の
独
自

の
工
夫
、
先
進
性
（
数
値
で
表
現
で
き
な
い

取
組
等
）
や
設
備
・
躯
体
設
計
等
へ
の
工
夫

／
空
間
設
計
の
工
夫
／
住
ま
い
方
へ
の
提
案

（
販
売
時
、
居
住
時
）
等

 

３
．
他
の
住
宅
ニ
ー
ズ
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性

と
の
相
乗
的
な
融
合
、
連
携
へ
の
工
夫
や
快

適
性
、
安
全
性
、
利
便
性
、
品
質
等
と
の
バ

ラ
ン
ス
／
相
乗
効
果
発
揮
へ
の
工
夫　

等

 

４
．
省
エ
ネ
住
宅
の
普
及
へ
の
貢
献
や
コ
ス

ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
／
供
給
量
実
績　

等

　

以
上
の
よ
う
な
観
点
か
ら
審
査
が
行
わ

れ
、
松
下
孝
建
設
は
、
大
賞
に
次
ぐ
特
別
賞

と
地
域
賞
の
ダ
ブ
ル
受
賞
と
い
う
、
二
年
連

続
の
栄
誉
に
輝
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
高

性
能
住
宅
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
ば
か
り
で

な
く
、
家
族
の
健
康
を
守
る
大
切
な
要
素
で

す
。
関
連
す
る
記
事
と
し
て
下
記
に
、
高
性

能
住
宅
の
効
果
を
物
語
る
近
畿
大
学
の
岩
前

教
授
の
調
査
結
果
を
掲
載
し
ま
し
た
の
で
、

是
非
参
考
に
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（1）2011年（平成23年）2月28日（月曜日） 第0028号

〒891-0108
鹿児島市中山1丁目14-29
TEL 099-267-7594

■本　社

松 下 孝 行

齋 藤 恭 誠

0120-079-089

「
ハ
ウ
ス
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
・

イ
ン
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
」
特
別
賞
。

「
ハ
ウ
ス
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
・
イ
ン
・

エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
」
は
（
財
）
日
本
地
域
開

発
セ
ン
タ
ー
の
提
言
で
２
０
０
７
年
に
創
設

さ
れ
た
年
間
の
高
性
能
・
省
エ
ネ
住
宅
シ
ス

テ
ム
を
審
査
し
優
秀
な
住
宅
シ
ス
テ
ム
を
表

彰
す
る
制
度
で
す
。
地
球
環
境
を
守
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
世
界
的
な
合
意
か

ら
、
我
が
国
で
も
今
ま
で
野
放
し
状
態
で
最

も
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
応
が
遅
れ
て
い
た
、
住

宅
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
促
す
仕
組
み
と
し

て
、
オ
ー
ル
電
化
住
宅
を
対
象
に
、
性
能
・

先
進
的
な
工
夫
の
観
点
か
ら
審
査
さ
れ
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
住
宅
本
体
の
断
熱
性

能
と
主
要
設
備
機
器
を
一
体
と
し
て
捉
え

て
、
定
量
的
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
に
加
え
、

独
自
の
工
夫
・
先
進
性
、
快
適
性
・
安
全
性

な
ど
と
の
融
合
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅
の
普

及
へ
の
貢
献
な
ど
の
視
点
か
ら
学
術
的
な
評

価
が
行
わ
れ
、
優
秀
と
認
め
ら
れ
た
住
宅
シ

ス
テ
ム
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。
地
域
発
の

優
秀
な
技
術
力
を
評
価
し
、
地
域
か
ら
住
宅

性
能
の
底
上
げ
を
図
る
た
め
に
「
躯
体
と
設

備
を
セ
ッ
ト
で
考
え
た
、
ト
ー
タ
ル
で
ス
マ

　

編集責任

発 行 人

　

▼
新
燃
岳
の
噴
火
で
宮
崎
県
は
大

被
害
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
長
引
い

て
風
向
き
が
変
わ
れ
ば
、
鹿
児
島
県

に
噴
火
被
害
が
及
ぶ
こ
と
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

南
の
地
域
の
住
宅
は
、
開
放
型
と

き
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、
桜
島
か
ら

の
火
山
灰
、
大
陸
方
の
黄
砂
、
そ
し

て
新
燃
岳
の
火
山
灰
と
三
重
苦
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

温
暖
化
に
よ
る
夏
の
暑
さ
は
、
窓

を
開
け
て
風
を
入
れ
て
の
自
然
冷
房

効
果
を
無
効
に
し
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
は
、
夏
も
冬
も
窓
を
開
け
ら

れ
な
い
日
々
が
続
く
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
エ
ア
コ
ン
な
ど
が
多
用

さ
れ
る
時
代
に
な
り
ま
す
か
ら
、
断

熱
・
気
密
性
能
の
良

い
住
環
境
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

▼
上
記
、
記
事

の
よ
う
に
松
下

孝
建
設
は
、

２
年
連
続
で

「
ハ
ウ
ス
・
オ

ブ
・
イ
ア
ー
・

エ
レ
ク
ト
リ
ッ

ク
２
０
１
０
」
に

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
賞
と
共
に
特
別
賞
の
受
賞
は
、

鹿
児
島
初
の
快
挙
と
な
り
ま
し
た
。

住
宅
性
能
に
特
化
し
て
開
発
し
て
参

り
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
そ
の
成
果

が
現
れ
て
き
て
い
ま
す
。
温
暖
化
と

共
に
、
冬
の
寒
さ
も
厳
し
く
な
っ
て

来
て
い
ま
す
が
、
地
球
温
暖
化
は
、

様
々
な
と
こ
ろ
で
異
常
な
気
象
状
況

を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
環
境
の
中
で
は
、
暑
さ
に
も
寒
さ

に
も
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
対
応
で
き
る

住
宅
性
能
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ハ
ウ
ス
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
・
イ
ン
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
２
０
１
０　

特
別
特
別
賞賞
・・
地地
域域
賞賞
ｗｗ
受受
賞賞

特
別
賞
・
地
域
賞
ｗ
受
賞

大
賞
に
次
ぐ「
特
別
賞
」受
賞

二
年
連
続
Ｗ
受
賞
の
快
挙
を
達
成
！

ダブルダブルダブル

住
宅
の
温
熱
環
境
は
、
確
か
に

家
庭
病
を
改
善
す
る
力
が
あ
る
。

に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
同
様
の
結
果
で
、

断
熱
性
能
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
改

善
率
が
高
く
な
る
こ
と
を
示
し
て
い

た
と
い
う
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
岩
前
教
授
は
、
今
ま
で
高
断
熱

住
宅
に
転
居
し
た
人
々
が
、
経
験
と

し
て
「
風
邪
を
ひ
く
回
数
が
減
少
し

た
」
と
か
「
ア
ト
ピ
ー
が
出
な
く
な

っ
た
」
と
い
う
話
を
聞
く
こ
と
は
あ

っ
た
が
、
実
際
に
調
査
し
て
み
て
、

高
断
熱
住
宅
が
健
康
に
与
え
る
影
響

が
相
当
明
確
に
な
っ
た
、
と
語
っ
て

い
ま
す
。

　

松
下
孝
建
設
の
建
て
主
の
皆
様
も

入
居
後
、
一
様
に
風
邪
を
ひ
き
に
く

く
な
っ
た
と
か
、
ア
ト
ピ
ー
が
消
え

た
と
か
の
話
を
聞
い
て
い
ま
す
が
、

温
熱
環
境
が
改
善
さ
れ
、
結
露
な
ど

の
ア
レ
ル
ゲ
ン
を
育
て
る
原
因
が
無

く
な
る
の
で
す
か
ら
、
当
然
の
こ
と

だ
ろ
う
と
は
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

岩
前
教
授
の
今
回
の
調
査
に
よ
っ

て
、
松
下
孝
建
設
の
建
て
主
の
皆
様

が
感
じ
て
来
た
こ
と
も
実
証
さ
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

住 宅 の 断 熱 性 と 健 康 改 善 率

0
等級3 等級4 等級5以上

10

20

30

40

50

60

70

80
（％）

気管支喘息

アトピー性
皮膚炎

アレルギー
性鼻炎

転居後の住宅の断熱グレード

改
善
率

高
断
熱
住
宅
ほ
ど
喘
息
な
ど
改
善
。

近
畿
大
学
・
岩
前
教
授
の
健
康
調
査
で
判
明

（
鹿
児
島
県
初
）

　

我
が
国
の
住
宅
の
温
熱
環
境
性
能

基
準
を
決
め
て
い
る
有
力
学
者
の
一

人
で
あ
る
、
近
畿
大
学
・
建
築
熱
環

境
学
の
岩
前
篤
教
授
の
興
味
深
い
調

査
結
果
が
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

岩
前
教
授
は
、
温
熱
環
境
を
向
上

さ
せ
る
高
断
熱
住
宅
の
普
及
を
推
進

し
て
い
る
立
場
か
ら
、
高
断
熱
性
能

を
持
つ
住
宅
の
効
果
を
、
２
０
０
９

年
11
月
〜
10
年
１
月
の
間
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
し
た

過
去
約
10
年
間
に
高
断
熱
住
宅
に
転

居
し
た
男
女
、
約
１
万
９
千
人
を
対

象
に
、
調
査
を
行
っ
た
結
果
を
公
表

し
て
い
ま
す
。

　

調
査
内
容
の
性
能
基
準
に
つ
い
て

は
、
住
宅
で
最
も
断
熱
性
能
が
弱
い

と
考
え
ら
れ
る
、
転
居
後
の
住
宅
の

窓
性
能
に
よ
っ
て
「
２
」
〜
「
６
」

ま
で
の
５
等
級
に
分
類
、
調
査
し
た

も
の
で
、
調
査
内
容
は
転
居
前
に
咳

や
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
、
ア
レ
ル
ギ

ー
性
鼻
炎
な
ど
９
つ
の
症
状
が
有
る

か
無
い
か
を
調
べ
、
転
居
後
の
症
状

が
改
善
し
た
人
の
改
善
率
も
数
値
を

５
等
級
に
当
て
は
め
た
も
の
で
す
。

　

転
居
前
の
住
居
も
同
じ
よ
う
に
戸

建
て
の
場
合
の
約
一
万
人
に
つ
い
て

の
調
査
で
は
、
「
気
管
支
喘
息
」
の

改
善
率
は
、
等
級
３
に
転
居
し
た
人

で
は
55
％
の
改
善
率
で
、
等
級
４
の

場
合
は
61
％
、
等
級
５
以
上
の
場
合

は　

％
に
も
の
ぼ
っ
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚

炎
の
場
合
も
等
級
３
で
36
％
・
４
で

44
％
・
５
以
上
で
58
％
だ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

集
合
住
宅
か
ら
移
っ
た
約
９
千
人
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換気11.9％ 換気22.5％

　松下孝建設の「粋」は「ハウス・オブ・ザ・イアー・イン・エレクトリック」に、

2年連続で選ばれました。国の「省エネルギー基準」の変遷を通じて選ばれた理由を

ご説明したいと思います。国の基準は、全国の施工店の技術水準を見極めて設定され

ています。同じ地域の施工業者でも住宅建築に対する考え方で、技術差が生じていま

す。外観からは分かりませんが、国の建築基準法で建てている建築会社と松下孝建設

の施工技術には、約20年の差があります。2010年の「国家総合プロジェクト」では、

2020年までに「次世代省エネルギー基準」を目標に住宅性能の底上げが決定しまし

た。松下孝建設では、約10年前に工法を確立し「次世代省エネルギー基準」の評定を

取得することで、すでに10年後の国の性能要求をクリアーしています。この確かな性

能に、高効率設備が合理的に活用されているために、高い評価を得られているのです。

外観は同じ様に見えても、性能という中身が全く異なるのです。

旧省エネルギー基準（1980年～）モデルは、東京（Ⅳ地域）
(旧公庫基準：融資要件)

新省エネルギー基準（1992年～）モデルは、東京（Ⅳ地域）
(支援機構基準「フラット35」：省エネ・一般型)

次世代省エネルギー基準（1999年～）モデルは、東京（Ⅳ地域）
（支援機構基準「フラット35」Ｓ（スペシャル）：省エネ・次世代型＋樹脂サッシ＋Low-E・ガス入り）

次世代省エネルギー基準（1999年～）モデルは、東京（Ⅳ地域）
(支援機構基準「フラット35」Ｓ（スペシャル）：省エネ・次世代型)

◆夏の冷房時（昼）家全体の熱ロス量

外壁
12.5％

床 3.5％

屋根
26.5％

夏の冷房時、

窓から入る
熱の割合は
45.7％

9,618W 13,190W

◆冬の暖房時（暖房時）家全体の熱ロス量

外壁
23.5％

床 9.3％

屋根
11.3％

冬の暖房時、

窓から逃げる
熱の割合は
34.2％

32.7℃

27℃

-1.2℃

18℃

換気10.1％ 換気21.9％

◆夏の冷房時（昼）家全体の熱ロス量

外壁
8.8％

床 3.4％

屋根
19.4％

夏の冷房時、

窓から入る
熱の割合は
58.2％

7,546W 10,495W

◆冬の暖房時（暖房時）家全体の熱ロス量

外壁
15.8％

床 9.3％

屋根
8.1％

冬の暖房時、

窓から逃げる
熱の割合は
44.9％

32.7℃

27℃

-1.2℃

18℃

換気7.3％ 換気22.5％

◆夏の冷房時（昼）家全体の熱ロス量

外壁
8.4％

床 3.0％

屋根
14.5％

夏の冷房時、

窓から入る
熱の割合は
66.9％

5,244W 6,109W

◆冬の暖房時（暖房時）家全体の熱ロス量

外壁
23.5％

床 11.2％

屋根
8.7％

冬の暖房時、

窓から逃げる
熱の割合は
34.2％

32.7℃

27℃

-1.2℃

18℃

換気6.8％ 換気16.7％

◆夏の冷房時（昼）家全体の熱ロス量

外壁
7.8％

床 2.8％

屋根
13.4％

夏の冷房時、

窓から入る
熱の割合は
69.3％

5,665W 6,864W

◆冬の暖房時（暖房時）家全体の熱ロス量

外壁
17.5％

床 8.3％

屋根
6.5％

冬の暖房時、

窓から逃げる
熱の割合は
51.0％

32.7℃

27℃

-1.2℃

18℃

「
松
下
孝
建
設
」の「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
エ
コ
・
ハ
ー
ト
Ｑ
」は　

常
に
最
高
水
準
の
高
性
能
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
と
同
時
に
大
切
な
の
は
、
高
性
能
住
宅
環
境
を
守
っ
て
い
く
住
宅
設
備
と
の
関
係
で
す
。
特
に
、
住
環
境
で

最
も
重
要
な
温
熱
環
境
を
維
持
す
る
開
口
部
性
能
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

開
口
部
の
性
能
が
住
宅
性
能
を
大
き
く
左
右
し
て
し
ま
い
ま
す
。

22
【
松
下
孝
建
設
】
の
住
宅
性
能

松下の性能と国の性能基準値松下の性能と国の性能基準値
なぜ、松下孝建設の「粋」がハウス・オブ・ザ・イヤーに選ばれたのか？

 　新省エネルギー基準（1992年～）の住宅は、旧省エネルギー

基準に比べて夏の熱ロスは、2,072Ｗも減っています。冬の熱

ロスは、2,695Ｗも減っています。しかし開口部性能は、依然

として改善されていないため、夏季で12.5％、冬季で9.2％も

熱ロスが増加しています。住宅金融支援機構の「フラット

35」は、このレベルの住宅です。多くのトップランナー基準

は、この性能に高効率設備をセットした性能値で、純粋に住

宅性能が向上しているわけでないことを認識すべきです。

　松下孝建設の住宅は、全棟「フラット35」Ｓに対応してい

ます。更に、高性能樹脂サッシの標準採用で夏・冬共に省エ

ネルギーで暮らせる環境を提供しています。いわば、10年後

の住宅性能基準を上回る住宅性能です。「ハウス・オブ・

ザ・イヤー・エレクトリックス」の特別賞・地域賞の連続Ｗ

受賞は、このような住宅性能が認められているからで、さら

に快適な高性能を目指して、工法の開発が行われています。

　次世代省エネルギー基準（1999年～）は、旧省エネルギー

基準との比較で、夏のエネルギーロスを3,953Ｗも削減し、冬

の熱ロスを6,326Ｗ削減し、トータルで10,279Ｗもエネルギ

ーロスを削減します。この基準値は「フラット35」Ｓ（スペシ

ャル）基準で、税金などの優遇措置が講じられています。約

10年前に設定された基準ですが、2020年には、この基準が住

宅性能基準になることが公表されています。松下孝建設の性

能基準が平準化するには、後10年の歳月が必要なのです。

　※地域区分では鹿児島は、Ⅴ地域ですが、松下孝建設が取得している「次世代省エネ基準」は、Ⅴ～Ⅲ地域まで建設可能な評定を取得しています。図の数値は、鹿児島よりも厳しい条件のⅣ地域で
　　紹介します。《Ⅳ地域・東京（夏32.7℃・冬-1.2℃）》

　旧省エネルギー基準（1980年～）の住宅は、断熱・気密性

能共に不十分で夏の冷房時では、住宅全体から9,618Ｗもの熱

が逃げています。開口部からは、45.7％という大量の外気温

が侵入し、冷房効果を失わせます。冬季には、開口部から

34.2％もの暖房熱が逃げています。冬の暖房時は、13,190Ｗ

もの大量の熱が漏気しています。20年以上前に建てられた住

宅の住宅水準で、現在は断熱改修の対象になっています。現

在の建築基準法の断熱基準値です。

■松下孝建設仕様（ハイブリッド・エコ・ハートＱ）「次世代省エネルギー基準」評定取得工法。



に
使
用
す
れ
ば
、
一
台
で
充
分
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
」
と
ご
主
人
。

「
寒
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
、

エ
ア
コ
ン
の
温
度
を
上
げ
す
ぎ
て
生

活
し
て
い
ま
し
た
か
ら
、
先
月
の
電

気
料
金
が
二
万
円
位
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
光
熱
費
込
み
で
す
か
ら
、

以
前
の
住
宅
と
比
較
す
る
と
、
か
な

り
安
い
ん
で
す
が
、
こ
の
住
宅
に
住

ん
で
し
ま
う
と
二
万
円
で
も
使
い
す

ぎ
た
と
感
じ
て
し
ま
う
ん
で
す
。
中

間
期
は
、
一
万
円
以
下
で
す
か
ら
ね
。

吹
き
抜
け
が
大
き
い
ん
で
、
冬
の
寒

さ
を
心
配
し
ま
し
た
が
、
本
当
に
温

度
差
も
な
く
快
適
な
住
宅
で
す
。
い

ま
、
暖
房
し
て
い
ま
せ
ん
け
ど
寒
く

な
い
で
し
ょ
う
？
」
と
ご
主
人
。

　

日
も
落
ち
て
外
は
か
な
り
寒
く
な

っ
て
い
ま
し
た
が
、
朝
暖
房
を
切
っ

て
６
時
間
を
経
過
し
た
と
い
う
無
暖

房
状
態
の
室
内
は
、
18
℃
の
室
温
で

寒
さ
を
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
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お
元
気
で
す
か
。

お
元
気
で
す
か
。

お
元
気
で
す
か
。

「
松
下
孝
建
設
」の
お
施
主
様
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

お
施
主
様
ご
訪
問

お
施
主
様 

Ｔ
邸
（ 

２
人
家
族
）【
建
設
地 

鹿
児
島
県
出
水
市
】

こ
の
住
宅
を
建
て
ら
れ
て

良
か
っ
た
で
す
か
?

オ
ー
ル
電
化
住
宅
で

経
費
は
大
丈
夫
で
す
か
？

以
前
の
住
宅
と
最
も
異
な
る

点
は
ど
ん
な
処
で
す
か
？

Ｔ
邸
は
、
鹿
児
島
県
出
水
市
の
盆
地
に
あ
る
住
宅
で
し
た
。

　

Ｔ
邸
は
、
２
０
１
０
年
１
月
に
出

水
市
に
新
築
さ
れ
た
住
宅
で
、
お
尋

ね
し
た
時
に
丁
度
一
年
を
経
過
し
た

住
宅
で
し
た
。

　

Ｔ
邸
は
、
出
水
市
の
武
家
屋
敷
に

近
い
地
域
で
、
周
囲
に
は
同
じ
頃
に

建
て
ら
れ
た
新
築
住
宅
が
建
ち
並
ん

で
い
ま
し
た
。
奥
様
は
お
仕
事
で
不

在
し
た
が
、
ご
多
忙
の
中
、
ご
主
人

に
時
間
を
割
い
て
頂
き
ま
し
た
。

　

Ｔ
邸
は
、
奥
様
と
ご
主
人
、
そ
れ

に
猫
が
十
匹
＋
α
の
大
所
帯
で
し
た
。

分
に
な
る
の
で
す
が
、
こ
の
家
に
住

ん
で
か
ら
は
、
湿
度
が　

％
程
度
で

安
定
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
非
常
に

快
適
な
ん
で
す
。

　

猫
も
徐
々
に
こ
の
家
に
な
れ
て
き

た
の
か
、
初
め
の
頃
の
よ
う
な
ス
ト

レ
ス
行
為
も
随
分
減
っ
て
き
て
、
安

定
し
て
い
ま
す
。
快
適
感
は
、
猫
も

人
間
も
同
じ
様
で
す
ね
。
猫
の
方
が

快
適
性
を
実
感
し
て
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。
」
と
ご
主
人
。

「
こ
の
家
に
引
っ
越
し
て
感
じ
た
の

は
、
臭
い
が
こ
も
ら
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。
猫
も
ス
ト
レ
ス
が
あ
る

と
様
々
な
行
動
を
起
こ
し
ま
す
が
、

犬
の
マ
ー
キ
ン
グ
と
同
じ
よ
う
に
環

境
に
な
れ
る
ま
で
は
マ
ー
キ
ン
グ
し

　

て
し
ま
い
ま
す
か
ら
、
環
境
に
慣
ら

す
ま
で
、
初
め
の
う
ち
は
大
変
な
ん

で
す
が
、
そ
の
臭
い
が
こ
も
ら
な
い

こ
と
が
驚
き
で
し
た
。
」
お
客
さ
ん

に
も
「
沢
山
猫
が
い
る
の
に
、
あ
ま

り
臭
い
が
気
に
な
ら
な
い
ね
」
と
よ

く
言
わ
れ
ま
す
。
普
通
だ
っ
た
ら
、

犬
や
猫
が
一
匹
で
も
い
た
ら
、
特
有

の
臭
い
が
気
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ

が
無
い
の
が
不
思
議
で
す
ね
。

「
二
階
と
一
階
の
リ
ビ
ン
グ
に
、
エ

ア
コ
ン
を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
暖

房
も
冷
房
も
こ
の
エ
ア
コ
ン
で
充
分

で
す
ね
。
一
月
中
旬
に
は
、
思
い
が

け
な
い
大
雪
が
降
り
ま
し
た
が
、
近

所
の
住
宅
の
屋
根
の
雪
は
ほ
ぼ
全
て

落
ち
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
家
の
屋

根
の
雪
は
最
後
ま
で
残
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
だ
け
、
住
宅
性
能
が
よ
い

こ
と
を
確
信
で
き
ま
し
た
。
積
雪
が

融
け
な
い
こ
と
で
、
屋
根
に
暖
房
熱

が
漏
気
し
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
で

き
た
か
ら
で
す
」
と
ご
主
人
。

　

夏
の

状
況
を

お
聞
き

す
る
と
、

「
夏
も

快
適
に

過
ご
せ

ま
し
た
。

エ
ア
コ

ン
は
、

夏
も
冬

も
上
手

　　

「
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
住
宅
を
建
て
る
に
当
た
っ
て
、

色
々
住
宅
の
性
能
に
つ
い
て
も
勉
強

し
ま
し
た
が
、
国
の
基
準
と
な
る

「
次
世
代
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
準
」
評

定
を
取
得
し
て
い
る
工
務
店
が
、
鹿

児
島
県
で
は
松
下
孝
建
設
だ
け
で
し

た
。
そ
れ
で
松
下
孝
建
設
に
興
味
を

持
っ
た
の
で
す
が
、
性
能
的
に
は
、

問
題
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
後
は
、

間
取
り
と
か
を
も
う
少
し
考
え
れ
ば

良
か
っ
た
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

将
来
は
、
増
築
す
る
予
定
も
あ
り
ま

す
か
ら
、
そ
の
時
に
調
整
し
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
明
日
か
ら
庭

師
さ
ん
も
入
る
予
定
で
す
か
ら
、
ま

た
環
境
が
変
わ
る
と
思
い
ま
す
。
太

陽
光
発
電
な
ど
も
設
置
す
れ
ば
も
っ

　

と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
る
こ
と
も
認

識
で
き
ま
し
た
か
ら
、
将
来
が
楽
し

み
な
ん
で
す
。
妻
も
と
て
も
満
足
し

て
い
る
よ
う
で
す
。
妻
の
猫
と
私
の

猫
を
分
け
て
飼
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

こ
の
住
宅
で
よ
う
や
く
一
緒
に
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
猫
は
、
意
外

と
デ
リ
ケ
ー
ト
な
動
物
で
、
更
に
わ

が
ま
ま
で
す
か
ら
環
境
が
気
に
く
わ

な
い
と
脱
走
を
試
み
ま
す
し
、
マ
ー

キ
ン
グ
行
為
を
繰
り
返
し
ま
す
。
で

も
こ
の
環
境
が
気
に
入
っ
た
の
か
、

こ
の
頃
は
、
落
ち
着
い
て
仲
良
く
や

っ
て
い
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

吹
き
抜
け
の
梁
に
登
る
壁
に
階
段

を
付
け
た
り
、
梁
に
板
を
渡
し
て
、

猫
走
り
も
造
っ
て
頂
き
ま
し
た
の
で

猫
た
ち
も
、
と
て
も
満
足
し
て
い
ま

す
。
窓
か
ら
外
を
見
て
い
る
姿
で
満

足
し
て
い
る
ど
う
か
分
か
り
ま
す
」

と
ご
主
人
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

「
捨
て
て
あ
る
猫
を

見
る
と
放
っ
て
お
け

な
く
て
、
つ
い
つ
い

増
え
て
し
ま
い
ま
し

た
。
僕
は
愛
猫
家
で

す
が
、
妻
も
ま
た
私

以
上
の
愛
猫
家
で
、

二
人
が
飼
っ
て
い
た

猫
だ
け
で
も
十
匹
近

く
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
他
人
は
気
に
な

る
ん
で
し
ょ
う
け
ど
、

私
達
に
は
こ
の
猫
と

の
生
活
が
日
常
な
ん

で
す
」
と
ご
主
人
。

「
以
前
の
住
宅
は
、

木
造
の
平
屋
で
し
た

が
、
冬
は
結
露
で
大

変
で
し
た
。
室
内
が

乾
燥
し
て
い
て
乾
燥

肌
の
私
は
、
冬
に
な

る
と
肌
が
か
さ
か
さ

に
な
り
、
憂
鬱
な
気

　

50

キッチンとご主人

T邸外観

猫専用運動場

梁と猫走り爪研ぎ柱壁の猫階段

ビロードの毛を纏った美しい猫



至 皇徳寺

至 星ヶ峯ニュータウン

松本引越
センター
　●

●
洋菓子工房
ヴァニラ

星ヶ峯みなみ台
入口交差点

南日本
新聞販売
星ヶ峯(営)

至 

五
ヶ
別
府
町

●
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□展示場見学ご希望の方は、お気軽に、右記フリーダイヤルにてご連絡下さい。また、住宅に関する資料等も是非、
　フリーダイヤルにてご請求下さい。資料等をお送り致します。 0120-079-089

この家で暮らして頂く方を求めています。
高性能展示場を特別価格で販売致します。

山田展示場
鹿児島県鹿児島市山田諏訪下5867-2

星ヶ峯展示場
鹿児島県鹿児島市星ヶ峯6丁目41-2

　お車などの足がなく、見学に来られないお客
様には、最寄り駅やご自宅までお迎えにあがり
ます。ご遠慮なくお電話下さい。

この展示場をご覧になったら、
是非、星ヶ峯展示場もご覧下さい。

絶対にお買
い得です！

つかさヘルスケア
ホスピタル
●

中山保育園

●
サンクス

ダイレックス●

上原クリニック●

木原動物病院●

TSUTAYA●

　お車などの足がなく、見学に来られない
お客様には、最寄り駅やご自宅までお迎え
にあがります。ご遠慮なくお電話下さい。

い
つ
で
も

ご
案
内
し
ま
す
。

本展示場は「ハウス・オブ・ザ・イヤー」構造
体の性能実証プランとして建築されました。

■簡単なパートナー契約で本展示場を売却致します。興味のある方は、展示場にてお問い合わせ下さい。

■簡単なパートナー契約で

　本展示場を売却致します。

　興味のある方は、

　展示場にて

　お問い合わせ下さい。

土・日・祝日オープン！土・日・祝日オープン！
■平日はフリーダイヤルでお申し込み下さい。
ご案内申し上げます。

※太陽光発電の設置も可能です。

※太陽光発電の設置も可能です。

一発ゴー！Google・Yahoo!・infoseek・Excite・その他 松下孝建設 検索検索


